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Ⅰ. 会社概要
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企業理念Ⅰ
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スポーツでいいプレイをしたときに⾏われるハイタッチ
頑張った人同士や応援する人との喜びの表現
エニタイムフィットネスに関わるすべての人々のポジティブなアクションを応援し
ハイタッチを交わしたい、という想いを込めています

Give me five 〜あなたとハイタッチ〜

メッセージⅠ



グループ概要・事業概要
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24時間マシンジム特化型フィットネスクラブチェーン
「エニタイムフィットネス」の日本におけるマスターフランチャイジー

・24時間フィットネス
日本初展開&シェアNo.1

・全世界のエニタイムで
店舗数NO.1（北⽶以外）

世界最大級かつ
最も急成⻑している
フィットネスチェーン ブランドの日本における

独占的及び優先的使用権
 運営ノウハウ

 ロイヤリティなど

AFJ Project
（連結子会社）

 サービス提供・
商品販売

Anytime Fitness, LLC
（全世界のマスターフランチャイザー）

サブ・フランチャイジー

（直営店） （FC店）

 各種支援
 商品・備品販売
 経営指導

 各種支援
 商品・備品

販売
 ロイヤリティ・経営

指導料など
 ロイヤリティ

など

Fast Fitness Japan
（日本におけるマスターフランチャイジー）

※当社調べ

Ⅰ



エニタイムフィットネスとは
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「安全・安心・
清潔・快適」

マシンジム
特化型

全国相互
利⽤可能

24時間
年中無休

安全で快適な施設と
スタッフによるサポート

充実のトレーニング設備と
ファンクショナルエリア

国内だけでなく全世界
どこでも利用可能

ライフスタイルに合わせて
いつでも利用可能

Ⅰ



エニタイムフィットネスの特徴
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1
若年層の需要を掘り起こし、会員は40代以下
が約9割を占める
男⼥⽐は男性が８割弱、⼥性が２割強 (2023年３⽉末時点）

2 損益分岐の低い店舗モデル
店舗面積は80〜120坪が中心の⼩商圏で成り⽴つビジネスモデルであり、
総合型フィットネスが困難なエリアにも出店可能

3 ストック型のビジネスモデル
少⼈数・短期集中型のパーソナルジムと異なり、定額の会費を多数の
会員様から頂くことで安定的にキャッシュが流⼊

Ⅰ



業界における当社の⽴ち位置
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新しいマーケット、潜在的なマーケットの掘り起こしに成功

⼥
性
利
⽤

年齢層（⾼）

男
性
利
⽤

年齢層（低）

総合型
スポーツクラブ

⼥性特化
サーキットトレーニング

1068店舗※

ホットヨガ
ピラティス

※ 2023年3月末時点

⼥
性
利
⽤

年齢層（⾼）

男
性
利
⽤

年齢層（低）

総合型
スポーツクラブ

⼥性特化
サーキットトレーニング

ホットヨガ
ピラティス

空白地帯

2010年 現在

出典︓当社調べ
（注）チャートの円の⼤きさ及び配置は、各社公表資料等を基に、各業態が想定する主要顧客層について当社が推定したものです。

Ⅰ



沿革と店舗数の推移
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直営店の出店による
事業基盤固め

FC展開の実績を作り
有⼒FC事業者を開拓

都心部だけでなく、全都道府県に出店・
ロードサイド型の店舗も増加

業界関係者からは
「日本では絶対に無理だ」
と言われた

当社の成功が知れ渡り
24時間フィットネスに
競合他社が参⼊を開始

競合他社の参入も増加し
24時間フィットネス市場が活性化︕ ︕ ︕

2015年以降

成⻑が加速

創業期 FC開拓期 全国展開期

2010年に日本初の24時間型ジムとして出店後、新たなマーケットを創出
新規参⼊が相次ぐ中、24時間型ジムのトップランナーとして1000店舗を突破

2011.3 2012.3 2013.3 2014.3 2015.3 2016.3 2017.3 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

3
10 30 60 92 152 253

414
604

756 837 897
1 2 5 7 12 29 42

65

88

132

151
165 171

1 5 15 37 72 121 194
318

502

736

907
1002 1068

Ⅰ



収益モデル
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ロイヤリティ収⼊︓FC店舗数の増加に⽐例して増額
商品売上⾼ ︓FC出店数に応じて増額
店舗売上⾼ ︓会員数に応じて⽐例的に増額

…

FC店

直営店

会
費
収
入 FCの

取り分

ロイヤリティ等※

会
費
収
入

AFJ Project（連結子会社）

2023年3月末時点
897店

2023年3月末時点
171店

FC

…

加盟⾦売上⾼
・

ロイヤリティ
収⼊

店舗
売上⾼

※加盟⾦・ロイヤリティ・システム利用料等

会員数に応じて⽐例的に増額

商品売上⾼

１店舗毎に固定

ロイヤリティ等※

Fast Fitness 
Japan(連結）

主に出店時に売上

Fast Fitness 
Japan(単体）

Ⅰ

※ 店舗売上高・・・直営店会費収入等



当社の強み①（店舗ネットワーク）
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第１号店出店から9年半で47都道府県に出店
11年半で1000店舗達成

全国 1,068店舗

会員数 74.0万人

地域別出店状況
（2023年3月末時点）

出張先や転勤・転宅先でも「エニタイムフィットネス」が利用可能と
なるよう、店舗ネットワークの充実・拡張を継続中

北海道
13店舗

東北
46店舗

関東
490店舗

中部
125店舗

関⻄
210店舗

中国
43店舗

九州・沖縄
126店舗

四国
15店舗

Ⅰ



当社の強み②（オーナーにとって魅⼒的なビジネスモデル）
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マシンジムへの特化と無⼈化が可能となる24時間ビジネスモデルを実現

マシンジム特化 無⼈化が可能

12:00 24:0000:00 6:00 18:00

スタッフアワー無人化営業

 初期投資、設備費・維持費を⼤幅に削減
 水回りのトラブルからスタッフを解放

 ⼾締りが不要で、人を配置する時間を⼤幅
に短縮

初期投資・ランニングコストを
大幅に削減

⼈を多く配置しなくても店舗運営が
可能（大手警備会社と連携）

無人化営業×

Ⅰ



（参考）FCオーナー数の推移
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魅⼒的なビジネスモデルの構築によりFCオーナー数は着実に拡大

Ⅰ

2

3

4

5

6

0

50

100

150

200

2013.3 2014.3 2015.3 2016.3 2017.3 2018.3 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

FCオーナー数（左軸） 1オーナー当り店舗数（右軸）
FC数は

160社目前

当社の強み②（オーナーにとって魅⼒的なビジネスモデル）
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当社の強み③（不動産会社からの高い物件収集⼒）

 全国1000店舗を超える店舗網
 24時間フィットネス業態での

圧倒的シェア（約35%）

⾼い物件収集⼒

⾼いブランド認知

圧倒的な出店実績

 過去の圧倒的な出店実績に
基づく不動産仲介・デベロッ
パーからの⾼い物件収集⼒

 地域の有⼒FCオーナーとの
強固なパートナーシップ

 創業10年以上経過
 全国47都道府県にくまなく

出店

店舗⾃体の知名度の⾼さと、圧倒的な出店姿勢により、
不動産事業者からの情報が集まりやすい構図となっている

Ⅰ

※ 2023年3月末時点
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これまでの出店経験値に基づいた独⾃の集客予測モデルに基づき、
⾼精度でスピーディな出店意思判断を実現している

当社の強み④（高精度でスピード感のある出店意思決定）

FC店

物件情報の
紹介・提供

出店

FCオーナー様

不動産仲介・デベロッパー等

FFJ

直営店

出店

不動産情報の収集

集客予測シミュレーションを高度化し
精度の高い・スピード感のある意思決定を実現

・
・

人口データ

競合データ

駐⾞場有無

物件に関する
パラメータ

・
・
・

集客予測
モデル

昼間流入⽴地

駅前⽴地

住宅⽴地

準ロードサイド⽴地

ロードサイド⽴地

ルーラル⽴地

商圏区分（例）

Ⅰ



Withコロナでも活きる当社の強み
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会員様、FCオーナー様双⽅にとって魅⼒的なビジネスモデルであることを再認識

“安全・安心・清潔・快適な”
フィットネスクラブ

顧客層が若い
（20代〜40代が中心）

低コスト構造
（低い初期費⽤・固定ロイヤリティ）

会費収⼊によりキャッシュを
安定的に獲得

会員様から⾒たAnytimeの特徴 FCオーナー様から⾒たAnytimeの特徴

24時間ジムトップシェア（約35%※）
→ ブランド⼒

利便性、スタイリッシュ…
→ ブランド⼒

※2023年3月末時点。数値は当社調べで、24時間フィットネス事業を営む競合他社の店舗数を合算した上で算出。

会員数の早期回復を実現 FCオーナー様の出店意欲は
極めて旺盛

Ⅰ



Ⅱ. 2023年3月期業績と2024年3月期予想



出店数・店舗数の推移（四半期末）
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※各四半期末日に退店した店舗は当該四半期末の店舗数に含めております

756 773 795 813 837 853 867 884 897 

151 151 156 162 165 166 169 171 171 907 924 951 975 1,002 1,019 1,036 1,055 1,068

21/3末 21/6末 21/9末 21/12末 22/3末 22/6末 22/9末 22/12末 23/3末

FC店
直営店

 2023年3月期は通期で72店舗を出店
出店数 直営店 ︓ 5店舗

FC店 ︓ 67店舗
退店数 直営店 ︓ 1店舗

FC店 ︓ 6店舗

 2023年１月〜３月は13店舗を出店
直営店︓ 0店舗
FC店 ︓13店舗

 FCオーナー様の出店意欲は回復しているも、
資材費高騰などによる初期投資額の増加
等により慎重な出店姿勢は継続

 通期の退店は、⼀部不振店舗の退店を決
定したもの

2023年3月期サマリー

18

Ⅱ

2023年
3月期

2022年
3月期出店数

4Q3Q2Q1Q4Q3Q2Q１Q

01313651直営店
1321151825212217FC店
1322181928272718合計
1-3-1-200-30(退店数)



会員数の推移（四半期末）
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47.6 50.4 52.6 52.7 54.6
58.6 60.6 60.2 62.8

8.9
9.0

9.5 9.5
9.9

10.4
10.9 10.8

11.1

56.5
59.5

62.2 62.2
64.5

69.0
71.5 71.0

74.0

21/3末 21/6末 21/9末 21/12末 22/3末 22/6末 22/9末 22/12末 23/3末

2023年3月期サマリー

前年同期
からの増減

2023年3月末
会員数

＋1.2万人11.1万人直営店

＋8.2万人62.8万人FC店

＋9.5万⼈74.0万⼈合計

FC店
直営店

Ⅱ

前年
同期比

2023年３月末
平均会員数

2022年３月末
平均会員数

＋7.6％693名644名

 店舗当たり平均会員数は、前年同期比で
7.6%の増加と回復基調

 2023年3月の政府方針変更に伴い、マスク
着用が任意となった環境変化も後押し

 総会員数は、74.0万人
 2022年3月末から2023年3月末の1年間

で9.5万人の増加



決算のポイント（売上高・営業利益）
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売上⾼

営業利益

 連結売上高は、過去最高の147億円と２桁の増収
(前年比＋12.9%）

 店舗売上（直営店）は、会費収入等の増加が寄与
（前年比＋17.1％）

 FC売上は、店舗数の増加に伴うロイヤリティ収入の増
加により増収（前年比+9.2%）

11,163 
13,097 

14,787 

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

2,293 
2,945 

3,364 

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

 連結営業利益も、前年から4.1億円増加し、
過去最高益の33億円（前年比＋14.2%）

 グローバル共有会員管理システムの移⾏が漸進的
であったことから、期初想定より利益押下げ影響が
低減

 休会率の低下や運営コストの削減効果により直営
店の収益性が改善

サマリー

サマリー

（単位︓百万円）

（単位︓百万円）

Ⅱ



2023年3月期業績（通期P/L）
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前年同期比前年同期差2023年3⽉期2022年3月期（単位︓百万円）

+12.9%＋1,69014,78713,097売上⾼

+15.7%＋8666,3765,509売上総利益

+17.5%＋4483,0122,564販管費

+14.2%＋4183,3642,945営業利益

+12.5%＋2121,9141,702当期純利益

ー＋1.0pt43.1%42.1%売上総利益率（％）

ー＋0.3pt22.8%22.5%営業利益率（％）

ー△0.1pt12.9%13.0%当期純利益率（％）

Ⅱ
 過去最高の売上高、利益を実現



2023年3月期実績と期初予想との比較
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 売上高は、期初想定より会員数の回復基調が期を通じて強く推移したことに加え、
会員管理システムの移⾏が漸進的となったことから、システム使用料等の増加が⼀
時的に発生したことにより増収

 利益⾯は、会員数の増加とコスト削減効果に伴い増益

Ⅱ

達成率期初予想
との差異

2023年3⽉期
実績

2023年3⽉期
期初予想

2022年3⽉期
実績

（単位︓百万円）

105.6%＋78714,78714,00013,097売上⾼

112.1%＋3643,3643,0002,945営業利益

115.3%＋4523,4022,9502,943経常利益

127.6%＋4141,9141,5001,702当期純利益



売上区分別売上高推移
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4,545 5,177 5,651

5,915
7,328

8,583
703

591

552

11,164

13,097
14,787

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

（単位︓百万円）

各店舗がフィットネスマシン等を当社の
指定するベンダーから購入した際に
得られる⼿数料収入等

その他営業の収⼊

当社がFC店に提供する各種サービスの
対価として得ているロイヤリティ収入等

FC売上

株式会社AFJ Projectが直営店の運営
を通じて得た会費収入等

店舗売上

 店舗売上は、店舗運営の⾒直しを進め、会員獲得に向け効果的な施策を講じたこと
から会員数が順調に増加し増収（＋17.1％）

 FC売上は、主に店舗数の増加に伴う増収（＋9.2％）

Ⅱ



営業利益増減分析

Copyright © Fast fitness Japan. All Rights Reserved 24

Ⅱ

2,945 3,364 

+1,255

+474 △39 △823

△448

2022年3月期 店舗売上
の増加

FC売上
の増加

その他営業収入
の減少

売上原価
の増加

販管費
の増加

2023年3月期

（単位︓百万円）



2023年3月期第4四半期業績（単四半期P/L）
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 第４四半期の3か月間は、直営店の店舗売上が会員数の増加等が奏功し増収増益

前年同期比前年同期差2023年3⽉期
Q4

2022年3月期
Q4

（単位︓百万円）

＋7.7%＋2693,7523,483売上⾼

＋16.2％＋2191,5741,355売上総利益

＋19.2％＋138859721販管費

＋12.8%＋81715634営業利益

＋3.3%＋6214207当期純利益

ー＋3.1pt42.0%38.9%売上総利益率（％）

ー＋0.9pt19.1%18.2%営業利益率（％）

ー△0.3pt5.7%6.0%当期純利益率（％）

Ⅱ



1,427 1,428 

1,913 2,197 

142 
126 3,483

2022年3月期第4四半期 2023年3月期第4四半期

売上区分別売上高推移（第4単四半期）
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（単位︓百万円）

各店舗がフィットネスマシン等を当社の指
定するベンダーから購入した際に得られる
⼿数料収入等

その他営業の収⼊

当社がFC店に提供する各種サービスの
対価として得ているロイヤリティ収入等

FC売上

株式会社AFJ Projectが直営店の運営
を通じて得た会費収入等

店舗売上

 FC売上は、店舗数の増加が13店舗の留まりによりロイヤリティ収入等は微増
（前年同期比＋0.1%)

 店舗売上は主に会員数の増加により会費単価が増加したことから２桁増収
（前年同期比＋14.8%)

3,752

Ⅱ



営業利益増減分析（第4単四半期）
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Ⅱ

634 715 

+283

+1
△16 △49

△138

2022年3月期
第3四半期

店舗売上
の増加

FC売上
の増加

その他営業収入
の減少

売上原価
の増加

販管費
の増加

2023年3月期
第3四半期

（単位︓百万円）



2023年1月〜3月出店店舗⼀覧
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⾦閣寺店 帯広店

宜野湾我如古店横⼿店

Ⅱ

帯広北海道北海道

横⼿町秋田県東北

三軒茶屋若林

東京都関東 小松川

御茶ノ水

上越高田新潟県中部

桑名三重県

関⻄
⾦閣寺京都府

交野星田北⼤阪府

エキソアレ⻄神中央兵庫県

別府やまなみ⼤分県

九州・沖縄 マリンプラザあがり浜
沖縄県

宜野湾我如古

合計︓13店舗
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2023年3月期第4四半期の取り組み（１）Ⅱ
【プロモーション活動】

みんなの初夢キャンペーン2023

（注）キャンペーンは終了しております。

• 「 会員資格を問わず2023年にエニタイム
フィットネスと⼀緒に叶えたい運動にまつわる
“初夢”（フィットネスの目標）を募集

【期待する効果】
 会員様と店舗におけるコミュニケーション機会

の創出
 選定者へは、“初夢”を叶えるため、１年間

継続してエニタイムフィットネスが支援
 会員に限らず広く募集を展開し、エニタイム

フィットネスブランドの認知度向上を目指す
（新規会員としての入会も視野に）
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2023年3月期第4四半期の取り組み（２）Ⅱ
【プロモーション活動】
レッドブルとのコラボレーションキャンペーン『ナショナルフィットネスチャレンジ 2023』

エニタイムフィットネス内の有酸素運動マシンを使用したチャリティランイベントを開催

 参加会員が⾛った距離×10円を
「脊髄損傷の治療法研究」を⾏う
「Wing for Life団体」に寄付

【期待する効果】
 会員様の運動が社会貢献に繋がり、

運動継続の⼀助を目的
 エニタイムだけの体験価値を提供し、

既存会員のロイヤリティ向上を目指す
 グローバルブランドであるエニタ

イムフィットネスが世界中で開催
のイベントに参加することで、ブ
ランド価値を発信

• 「



2024年3月期業績予想（損益計算書）
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前年比2023年3月期
業績予想

2023年3月期
実績

（単位︓百万円）

＋2.8％15,20014,787売上⾼

△16.8％2,8003,364営業利益

△20.6％2,7003,402経常利益

△26.9％1,4001,914当期純利益

 売上高は、2023年３月期のグローバル会員管理システムの移⾏にかかるシステム使用料の増加
による反動減の影響があるものの、会費収入やロイヤリティ収入の増加を⾒込み増収

 利益⾯は、上記影響による売上総利益の減少に加え、直営店の適正人員の配置や給与水準の
改善による人件費の上昇及び基本ソフトウェアの刷新等、業務基盤インフラの整備や直営店の店
舗リニューアルに伴う除却等の増加を⾒込み減益

Ⅱ



2024年3月期 出店数・店舗数
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前年差2024年3⽉期
⾒通し

2023年3月期
実績（単位︓店）

＋239572出店合計
出
店
数

＋188567FC店

＋5105直営店

＋91※２ 1,159※１ 1,068店舗数合計
店
舗
数

＋82※２ 979897FC店

＋9※２ 180171直営店

 出店計画は、前年度実績の72店舗から＋23店舗の95店舗
 エニタイムフィットネスの未出店エリアへの出店に注⼒

Ⅱ

※1 2023年3月末退店の直営店1店舗を含んでおります。
※2 2024年３月期⾒通しには退店予定の４店舗（直営店１店舗、FC店３店舗）を反映しております。



Ⅲ. 株主還元方針及びESGの取り組み



株主還元
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（円）

※ 2021年4月1日付で普通株式１株につき1.3株、2021年10月1日付けで普通株式1株につき1.2株の割合で株式分割を⾏っております。
上記は当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を⾏った場合の1株当たり指標の推移を記載しております。

Ⅲ

︓期末配当
︓中間配当
︓配当性向（右軸）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

2020年
3月期

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期（予想）

• 「配当

 2023年３月期の期末配当は、前年比＋５円の1株当たり15円の増配（年間配当︓25円）
 2024年３月期の配当予想は2023年３月期は同額の中間配当１株当たり10円、期末１株

当たり当たり15円の年間25円を予定

配当方針
株主に対する利益還元
を重要な経営課題と認
識しつつ、内部留保の充
実を図り、事業拡⼤と事
業の効率化のための投
資に充当し、持続的に
成⻑することで企業価値
を高める



企業理念・パーパス・マテリアリティ
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Ⅲ

使命
（パーパス）

フィットネス習慣を拡⼤させることで
健康寿命を延ばし、豊かな社会を創る

マテリアリティ
（ESG重点課題）

企業理念

日本の健康を創る先進企業へ

地域の健康・安全を担うインフラへ

ヘルシア
プレイスの礎
適切な情報開⽰と

迅速で透明性の⾼い
意思決定を実現する

ガンバナンス体制

フィットネス参加
機会の拡⼤

運動機会の
バリアフリー化

安全・安心・
健全な職場づくり

地域に開かれた
ジム作り

クリーン＆グリーン
なジム運営

もしものときの
エイドステーション

SS
E

S

SSS
G

社会への貢献 内部の取組



健康経営の促進
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Ⅲ

「健康経営優良法人2023（⼤規模法人部門）」
に初めて認定されました

【ご参考】経済産業省ホームページ「健康経営優良法人認定制度」
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healt
hcare/kenkoukeiei_yuryouhouzin.html

 当社グループは、企業理念である
「ヘルシアプレイスをすべての人々へ︕」の
実現のため、ESG経営を推進

 従業員が心身共に健康であることが重要
であると考え、健康保持・増進に向けた
様々な取り組みを実施し、2023年３月
に経済産業省と日本健康会議が選定す
る「健康経営優良法人2023（⼤規模
法人部門）」に初めて認定されました

「

当社グループは、これからもステークホルダーであるエニタイムフィットネスの会員様とＦＣオーナー様、
そして従業員等の誰もが健康的に暮らせる、心豊かな社会の実現を目指してまいります。
さらにエニタイムフィットネスが社会に開かれたフィットネスクラブとなるため、社会的価値と経済的価値
の創出及び持続可能な社会の実現と企業価値の向上に取り組んでまいります。



Ⅳ. 参考資料



会社概要
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株式会社 Fast Fitness Japan会 社 名

東京都新宿区所 在 地

2010年５月21日設 ⽴

⼤熊 章 取締役会⻑
土屋 敦之 代表取締役社⻑
髙嶋 淳 専務取締役
植平 光彦 取締役（社外）
山部 清明 取締役（社外）
井上 直樹 取締役（監査等委員）
井村 牧 取締役（監査等委員）(社外）
杉田 就 取締役（監査等委員）(社外）

役 員

234名（2023年３月末時点）従 業 員 数

Ⅳ



2023年3月期業績（B/S）
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Ⅳ

前年同期比前年同期差2023年3⽉期2022年3月期
（単位︓百万円）

＋5.5%＋62211,89411,272流動資産

△11.4%△8026,2267,028有形固定資産

△18.5%△32141173無形固定資産

△8.4%△8579,30010,157固定資産

△1.1%△23421,19521,429資産合計

△4.1%△2325,4455,677流動負債

△25.6%△1,5614,5286,089固定負債

△15.2%△1,7929,97411,766負債合計

＋16.1%＋1,55911,2219,662純資産合計

△1.1%△23421,19521,429負債純資産合計



2023年3月期業績（C/F）
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Ⅳ

前年増減額2023年3⽉期2022年3月期
（単位︓百万円）

△3642,9823,346営業活動によるキャッシュ・フロー

724△743△1,467投資活動によるキャッシュ・フロー

△257△2,012△1,755財務活動によるキャッシュ・フロー

103226123現⾦及び現⾦同等物の増減額

2269,6839,457現⾦及び現⾦同等物期末残⾼



マテリアリティに関連した代表的な取り組み①

41

『日本の健康を創る先進企業』を目指し、会員以外の⽅々やハンディキャップを持つ
⽅へのフィットネス機会の提供を様々なシチュエーションで実施している

Ⅳ

日本の健康を創る先進企業へ
フィットネス参加
機会の拡⼤

運動機会の
バリアフリー化

安全・安心・健全
な職場づくり

〜⾼校⽣・シニア等現在会員でない⽅、出店
が困難な地域へのフィットネス機会の提供〜

〜ハンディキャップを持った⽅への健康づくりの
輪を広げる〜

知的障がいを持つ方と⼀緒にトレーニングを
⾏う取組「ユニファイドトレーニング」



地域の健康・安全を担うインフラへ

地域に開かれた
ジム作り

クリーン＆グリーン
なジム運営

もしものときの
エイドステーション

マテリアリティに関連した代表的な取り組み②

42

『地域の健康・安全を担うインフラ』を目指し、店舗のバリアフリー化を推進すると同時
に災害発⽣時に物資提供などの支援を担う店舗づくりを目指す。

Ⅳ

〜設備・サービスの充実による
安全・安心の追求〜

〜災害発⽣時に物資の提供などの支援を
担うことで地域に必要な店舗になる〜

各店舗にAEDを設置



免責事項
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本資料の作成に当たり、当社は当社が入⼿可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前提としています。

また、発表日現在の将来に関する前提や⾒通し、計画に基づく予想が含まれている場合がありますが、これらの将来に関
する記述は、当社が現在入⼿している情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に基づいており、当社として、その達
成を約束するものではありません。

当該予想と実際の業績の間には、経済状況の変化や会員のニーズ及び嗜好の変化、他社との競合、法規制の変更等、
今後のさまざまな要因によって、⼤きく差異が発生する可能性があります。
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